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Ⅱ 事業実施状況 

１ 地域文化振興事業（8～9頁） 

心豊かで活力のある地域づくりに向け、市民の芸術文化の発信源となるべく、

文化の振興を図るとともに、地域住民の文化芸術活動を支援しました。 

（１）舞台芸術鑑賞事業

文化芸術をより身近に感じられるよう、質の高い舞台芸術の鑑賞機会

を提供するとともに、多様化するニーズや幅広い年齢層に応じたエンタ

ーテインメント事業を展開しました。「HY 25th Anniversary BEST!! Kary 

TOUR 2024-2025」や「2025 森高千里コンサートツアー“あなたも私もフ

ァイト!!”」をはじめとする計 10 事業を開催し、多くの市民（来場者）

に親しまれる機会を創出しました。 

（２）文化芸術活動育成事業

那須塩原市内の学校と連携し、次世代の文化芸術の担い手を育成する

事業として計 9事業を開催しました。 

「那須塩原市中学校音楽祭 第 11 回合唱フェスティバル」では市内 9

校が出場し、フィナーレには出場校の 3 年生 116 名による全体合唱を行

いました。また「第 4 回吹奏楽フェスティバル」では、出場 3 校の演奏

に加え、市教育委員会の協力により日本フィルハーモニー交響楽団の木

管五重奏を招聘。プロの演奏を間近に体感するだけでなく、3年生を中心

とした選抜メンバーとの共演も実現し、中学生にとって極めて貴重な経

験となりました。 

演劇分野では、「第 24 回県北地区高校演劇講習会」において当公社職

員が舞台技術の講師を務めたほか、「県北高校演劇祭」及び「県北地区高

校演劇研究大会」においても、各校の演出プランに基づいた技術指導や

上演サポートを実施しました。 

また、昨年度の中学校合唱フェスティバル 10 周年記念 OBOG 合唱団を

母体とし、令和 7年 2月に「那須塩原市ユース合唱団」を結成しました。 

令和 7 年度は同合唱団の活動支援を行い、「第 11 回合唱フェスティバ

ル」及び「第 28回さわやか高原音楽祭」に出演。地域住民へ合唱文化に

触れる機会を提供するとともに、若い世代による音楽活動の発信を通じ

て、地域文化の継承と発展に貢献しました。

（３）文化芸術活動参加事業

第 28回さわやか高原音楽祭を開催し、市内で活動する音楽団体及び個

人（計 16組、231名）が日頃の研鑽の成果を披露する場を提供しました。
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本事業は、地域文化の振興に寄与するとともに、出演者間の交流を深め

る有意義な機会となりました。 

前年度に続き「ゴスペル講座」を開講し、全 5 回のワークショップを

経て、12月の「クリスマスゴスペルライブ」にて成果発表を行いました。

一連のプロセスを通じて、市民の表現技術の向上と発表機会の創出とい

う事業目的を完遂しました。 

小学生親子を対象とした「バックステージツアー」を開催しました。

普段は見ることのできない舞台裏の体験等を通じて、次世代を担う子ど

もたちが芸術文化への関心を高める機会を創出しました。 

（４）ギャラリー展示事業（Share Arts なすしおばら）

那須塩原市における文化芸術の普及を目的とした「Share Arts なすし

おばら」を開催いたしました。 

第 1回（7月 31日〜8月 20日）では、夏休みの時期に合わせ「カブト

ムシ・クワガタムシの標本とジオラマ標本展示」を実施しました。国内

外の貴重な個体標本を間近で見られる機会とあって、親子連れを中心に

303名が御来場いただきました。

第 2回（11月 10日〜11月 25日）では、地元の共英小学校 PTA絵画俱

楽部の OGによって結成された「さくらの会」による油彩画展示会を開催。

地域に根ざした芸術活動の成果を披露する場となり、期間中に 420 名の

来場者を数えました。  

２ 施設の管理運営事業（10～17頁） 

本年度から、那須塩原市黒磯文化会館に加え、新たに那須塩原市三島ホ

ールの指定管理業務を開始しました。両施設の連携を強化し、効率的な管

理運営を行うとともに、市民の文化芸術活動の拠点として安全かつ円滑な

施設利用環境の提供に努めました。 

2施設の同時管理に伴い、職員の配置最適化と業務フローの共通化を図る

など、運営の効率化を推進しました。 

また、令和 7 年 5 月に発生した黒磯文化会館空調設備故障について、利

用者への連絡をし、催事への影響を説明し、開催・中止・延期の判断を利

用者に委ねる柔軟な対応を行うほか、代替会場の確保支援や使用料還付及

び補償の対応を行いました。 

３ 相互扶助（那須塩原市文化会館友の会）（18～19頁） 

施設来場者促進を図るべく、イベント情報等の優先提供や自主事業に関

わるチケット購入時の優先予約、料金割引等の特典を充実させ、会員の拡

充と定着化に努めました。 
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